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第１８２号  

 
名数研研究部計画（３学期） 

 
回  月  日  曜  内     容  

７  １月 13 日  火  
・アイデアいっぱいミニ講座  
・発表  小：Ａ６①、Ａ６②、Ｂ６②   中：Ｂ１、Ｂ ３  

８  ２月 20 日  金  ・発表  小中関連：Ｃ   小：Ａ６③、Ｂ５   中：Ａ、Ｂ２  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

名古屋市教育センター  

      指導主事  長  縄   篤  史  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第 107 回  全国算数・数学教育研究 (石川)大会に参加して  
 名古屋市立丸の内小学校   山本  宗吾  

 
８月７日（金）に石川県を拠点に全国算数・

数 学 教 育 研 究 大 会 が オ ン ラ イ ン で 行 わ れ ま し

た。大会では、単元ごとの指導法にかかわる研

究だけでなく、数学的な見方・考え方を豊かに

する実践や個別最適な学びと協働的な学びの実

現を目指した実践など、多岐にわたって発表が

されました。  

私は「具体的な場面をイメージすることがで

きる児童の育成」をテーマに発表しました。助

言者の先生からは、「語り始めの言葉に注目し、 

 

児童に思考過程を表現させ、数学的な見方・考え

方を働かせることは意義深い 取り組みである 。

今後は言葉だけでなく、式や図などをつなげて

考えさせ、それらの活動を継続していくことで、

数学的な見方・考え方をより豊かにさせる こ と

ができる」と、今後の研究へのご指導やご示唆を

いただきました。  

 最後に発表に至るまで名数研の多くの先生方

に丁寧なご指導をいただいたことに感謝申し上

げます。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 75 次  教育研究愛知県集会に参加して  

名古屋市立なごやか中学校  飯田  和志  
 

10 月 25 日（土）に県集会に参加しました。

数学教育分科会では「主体的な学び」「思考力・

判断力・表現力の育成」「対話的な学び」の３本

の柱立てで、名古屋・尾張・三河地区から小・

中合わせて 36 本の実践報告が行われました。私

は「日常を感じる数学的活動～関数の指導を通

して～」というテーマで発表しました。  

会に参加して印象的だったことは、日常の生

活場面から数学の問題を見いだしている実践が

多かったことです。それらから、生徒が興味を  

 

もって問題に取り組む様子が伝わってきました。 

愛知教育大学の飯島康之先生からは「 ICT 機

器をとりあえず使えばいいのではなく、必要な

場面で適切に使用することが大切。使用頻度、

使用方法を考えていかなければならない。」「一

つの日常的内容で、何時間もかけて学習に取り

組ませることが内容の深い理解につながる。」と

のことでした。最後に、今回の研修会での発表

の機会を与えてくださったことや、名数研の多

くの先生方のご指導に感謝申し上げます。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第 113 回  数学科中高連絡協議会  

第 113 回数学科中高連絡協議会が、10 月８日

に天白区の原中学校で開催されました。  

当日は研究協議に先立ち、同校の伊藤彰浩先

生に３年生「関数ｙ＝ａｘ ２ 」、吉田奈那先生に

２年生「一次関数」、神谷励先生に１年生「変化

と割合」の授業を公開していただきました。  

研究協議会は、小中高合わせて 50 名以上の

方々の参加があり、中高関連グループで中心と

な っ て 研 究 を 進 め て き た 若 水 中 学 校 の 久 米 大

先生、田光中学校の生駒俊和先生、笹島中学校

の日比野佑哉先生、千鳥丘中学校の淡路尚広先

生に「中高間を結ぶ教材とその実態～高等学校

入学者学力調査の結果を踏まえて～」というテ

ーマで発表していただきました。春の第 112 回  

の中高連絡協議会での高校側の発表を受けて、

「文字式の計算についての指導法」、「一次関数

ｙ＝ ax＋ b についての指導法」、「図形について

の指導法」についての研究発表が行われました。

研究協議ではそれぞれの指導法について意見交

換が行われ、有意義な協議となりました。  

会の最後には、義務教育課の鈴木幸浩先生か

ら、受験生にとって他教科の勉強にも力を注ぐ

中で、数学の内容を頭にとどめるためには、評

価（ねらう姿）を見据えた発問を考え、授業改

善をするとよいことをご助言いただきました。  

今後も中高間での情報交換の機会を大切に、

中高間の連携を意識した数学指導を考えていく

ことが必要であると考えます。  

 

 

本年度、教育研究員の研修を担当して 

おります。先日の授業公開には、多くの 

方々に御参加いただきまして、本当にあ 

りがとうございました。その協議会にお 

いて、見出しの質問が出されました。 

「この授業のワクワクドキドキポイント
、、、、、、、、、、、、

（以下ＷＤＰ）はどこですか」、私を含め研究員一同

がハッとした瞬間でした。第１次授業研究を終えて、

その成果と課題をもって長期研修に出向き、手立て

の改善を講じて挑んだ第２次授業研究。工夫がない

わけありません。しかし、改めてそのように問われた

ときに、ハッとしたのは、「子ども中心の学び」の視

点は十分であったかと思えたからです。手立てを懸

命に考えることがＷＤＰから離れてしまうことにつ

ながっていないかと考えさせられました。 

さて、名数研の様々な授業検討の場において、

ＷＤＰの視点はいかがでしょうか。子どもたちが

思考に没頭する姿を思い浮かべながら、授業する

のが楽しみで仕方がなくなるような教材研究を

楽しんでもらいたいです。 

長期研修の報告で、全国の一流の指導者に直接
、、

会う魅力として、その方の教育観や生き様に触れ

られるというものがありました。日々の自己研鑽

でインプットした内容を、直接
、、

会って協議する部

会においてアウトプットすることで、授業力をブ

ラッシュアップさせていきましょう。 

そんな機会の一つとして、２月６日と 13 日に

研究員の発表会があります。「算数数学科におけ

る子ども中心の学び」について語り合いたいと思

っております。どうぞ御予定を！ 

 

10 月 22 日の研究部会で発表されたＡ１・２ｸﾞﾙｰﾌﾟの実践を紹介します。  

 

                                                                        

 

                     ＜場面設定の工夫  

＜場面設定の工夫＞            ＜振り返りシートの活用＞  

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：どのお菓子を買いたいですか。  

Ｃ：ドーナツとクッキーは買いたいな。  

Ｔ：困っていることは何ですか。  

Ｃ： 54＋ 72 の計算の仕方が分かりません  

Ｃ：答えが 100 を超え  

そうなことです。  

Ｃ：私は３つ買いたい  

から、３つの足し算  

になって計算が大変  

そうです。  

 

 

小学校 )  

２年 「たし算と  ひき算の  ひっ算⑵ 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の目標  （ ３ 位 数 ） ±（ ２ 位 数 ） の筆算の仕方 を考 えたり説明 したりすることを通 して、

繰 り上 がりや繰 り下がりのある筆算ができるようにするとともに、生活や学習に活

用しようとする態度を養うことができるようにする。  

 

遠足のおやつを買う場面を設定する。その

際、既習の筆算では、解決が難しいという経

験をさせることで、本単元で解決したいこと

を見付けることができるようにする。  

家の近くのお店でえんそくのおやつを買い  
ます。右の６つのおかしの中から買うものを  
考えましょう。  

 日常の場面から、100 円以上するお菓子を

含めた６種類から複数選択して考えさせた

ことで、既習の筆算の仕方では解決が難しい

経験をさせることができた。さらに、「困っ

ていることは何ですか」と問い掛けたこと

は、単元で解決したいことを見付けさせる上

で有効であった。  

 

「振り返りシート」に大事ポイントを記

述させる。共通点を考える視点で比較させ

ることで、解決した結果を統合することが

できるようにする。  

 第４時で第１時に立ち返らせたことで、

解決した結果を統合させることができた。

また、「○○のまとまり」という数学的な見

方・考え方を使って計算し、筆算の学習を日

常の事象に活用して問題を解決することが

できた。  

（第４時  小単元末）  

Ｔ：「大事ポイント」は何ですか。  

Ｃ：「 10 や 100 のまとまり」です。  

（第 10 時  単元末）  

Ｔ：「大事ポイント」  

は何ですか。   

Ｃ：「 100 のまとまり  

をばらして繰り下  

げる」です。   

Ｃ：「今までのやり  

方と同じ」です。  

 

 

 

 

 

 

 

【振り返りシート】 【第１時の板書】 

。  

「ワクワクドキドキポイントのある授業」  
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


